
生駒市条例第４３号 

生駒市水道事業給水条例の一部を改正する条例をここに公布する。 

平成２５年１２月２４日 

生駒市長 山下 真 

 

   生駒市水道事業給水条例の一部を改正する条例 

 （生駒市水道事業給水条例の一部改正） 

第１条 生駒市水道事業給水条例（昭和３５年１２月生駒市条例第３２号）の一

部を次のように改正する。 

  第１６条第１項、第２６条第１項及び第３３条の２第１項中「１００分の１

０５」を「１００分の１０８」に改める。 

第２条 生駒市水道事業給水条例の一部を次のように改正する。 

  第１６条第１項、第２６条第１項及び第３３条の２第１項中「１００分の１

０８」を「１００分の１１０」に改める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成２６年４月１日から施行する。ただし、第２条の規定並び

に附則第４項及び第５項の規定は、平成２７年１０月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 平成２６年４月１日前から継続して使用している場合で、かつ、同日以後初

めて料金算定の基礎となる水量を計量した場合に徴収する料金については、第

１条の規定による改正後の生駒市水道事業給水条例第２６条第１項の規定にか

かわらず、なお従前の例による。 

３ 第１条の規定による改正後の生駒市水道事業給水条例第１６条第１項及び第

３３条の２第１項の規定は、平成２６年４月１日以後の工事の申込みに係る給



水装置工事費及び給水分担金について適用し、同日前の工事の申込みに係る給

水装置工事費及び給水分担金については、なお従前の例による。 

４ 平成２７年１０月１日前から継続して使用している場合で、かつ、同日以後

初めて料金算定の基礎となる水量を計量した場合に徴収する料金については、

第２条の規定による改正後の生駒市水道事業給水条例第２６条第１項の規定に

かかわらず、なお従前の例による。 

５ 第２条の規定による改正後の生駒市水道事業給水条例第１６条第１項及び第

３３条の２第１項の規定は、平成２７年１０月１日以後の工事の申込みに係る

給水装置工事費及び給水分担金について適用し、同日前の工事の申込みに係る

給水装置工事費及び給水分担金については、なお従前の例による。 

 （料金等の改定に当たっての措置） 

６ 社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税

法の一部を改正する等の法律（平成２４年法律第６８号。以下「消費税法改正

法」という｡)第３条に規定する消費税率の引上げに係る改正規定及び社会保障

の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための地方税法及び地方

交付税法の一部を改正する法律（平成２４年法律第６９号。以下「地方税法等

改正法」という｡)第２条に規定する地方消費税率の引上げに係る改正規定が、

消費税法改正法附則第１８条第３項の規定及び地方税法等改正法附則第１９条

第３項の規定によりその施行の停止を含め所要の措置が講じられる場合におい

ては、この条例においても同様の措置を講ずるものとする。 

 


